
学校番号 1201 

令和２年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編「化学基礎」 （東京書籍） 

副教材等 ニューサポート 新編 「化学基礎」 （東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「日常生活に身近な化学」を学習します。身近な物質の化学実験や探究活動を通じて、人類がどの

ように物質を探究してきたのか。化学的な見方や考え方を養う授業です。 

 

２ 学習の到達目標 

物質の探究   物質の性質を精製・分離の実験操作を通して理解する。 

物質の構成粒子 原子の構造、周期表を理解する。 

物質と化学結合 分子模型づくりを通して、さまざまな化学結合を理解する。 

物質の変化   酸・塩基、酸化と還元を身近な食品や日用品を通して理解する。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物・現象に関

心をもち、意欲的にそ

れらを探究しようと

するとともに、科学的

態度を身に付けてい

る。 

自然の事物・現象の中

に問題を見出し、探究

する過程を通して、事

物を科学的に考察し、

導き出した考えを的確

に表現している。 

観察、実験を行い、基

本操作を習得すると

ともにそれらの過程

や結果を的確に記録、

整理し、自然の事物・

現象を科学的に探究

する技能を身に付け

ている。 

基本的な概念や原

理・法則を理解し、知

識を身に付けている。 

評
価
方
法 

授業態度の観察、 

発問評価、 

定期考査、 

実験レポート 

授業態度の観察、 

発問評価、 

定期考査、 

実験レポート 

授業態度の観察、 

発問評価、 

定期考査、 

実験レポート 

授業態度の観察、 

発問評価、 

定期考査、 

実験レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。考査は年５回実施します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

２
学
期 

第
１
章 

物
質
の
探
求 

  

 

①混合物と純物質 ○  ○  ○ a: 身近な日常生活や自然

現象が化学と密接に関連し

ていることへの興味を図

る。 

b: 物質の化学的な性質を

元素記号を用いた原子、分

子を通して分類し、考えを

的確に表現している。 

c: 物質の化学的な性質を

化学実験を通して、記録、

整理し、化学的に探究する

技能を身につける 

d: 物質の化学的な性質が

日常生活と密接に関連して

いることを理解する。  

授業態度、 

発問評価、 

定期考査、 

実験レポ

ート 

②混合物の分離と精製 ○ ○  ○ 

③しょうゆの分離実験（実験） ○ ○ ○ ○ 

④ヨウ素の分離実験（演示）   ○ ○ 

⑤物質の成分 単体と化合物  ○  ○ 

⑥物質の成分 同素体 

硫黄の同素体を作ろう（実験） 

○ ○ ○ ○ 

第
２
章 
物
質
の
構
成
粒
子 

 

①原子の構造 ○    a: 身近な物体が原子の構

造と密接に関連しているこ

とへの興味を図る。 

b: さまざまな原子を規則

性をもった周期表や電子配

置に準え、分類し、考えを

的確に表現している。 

c:金属元素の実験を通し

て、記録、整理し、化学的

に探究する技能を身につけ

る 

d: 物質の化学的な性質が

日常生活と密接に関連して

いることを理解する。 

授業態度、 

発問評価、 

定期考査、 

実験レポ

ート 

②電子配置と元素の周期表  ○   

③アルカリ金属、アルカリ土類

金属の性質（実験） 

○ ○ ○ ○ 

２
学
期 

 

第
３
章 

物
質
と
化
学
結
合 

 

①イオン 

食塩水は電気を通すか

（演示） 

○ ○ ○ ○ a:イオンと分子が原子の構

造と密接に関連しているこ

とへの興味を図る。 

ｂ:イオン結晶と分子結晶

のそれぞれの性質を分類

し、考えを的確に表現して

いる。 

c:イオン結晶、分子結晶の

授業態度、 

発問評価、 

定期考査、 

実験レポ

ート 

②イオンの形成 

金属 Naと塩素 Cl2の反応

NaClの白煙生成実験（演

示） 

○ ○ ○ ○ 

③イオン結晶と性質 ○ ○   



④分子結晶と性質 

ドライアイスの上にスプ

ーンを載せるとどうな

る？（演示実験） 

 

○ ○ ○ ○ 実験を通して、記録、整理

し、化学的に探究する技能

を身につける 

d: 化学的な結合が日常生

活と密接に関連しているこ

とを理解する。  ⑤模型を組み立てて分子

を作ろう（実験） 

○ ○ ○ ○  

第
１
章 

酸
と
塩
基 

 

①イオンの復習 ○ ○   a: 身近な食品や日用品が

酸と塩基と密接に関連して

いることへの興味を図る。 

b:酸と塩基を定義やイオン

反応式を用いて 、分類し、

考えを的確に表現してい

る。 

c: 酸と塩基の実験を通し

て、記録、整理し、化学的

に探究する技能を身につけ

る 

d: 身近な食品や日用品が

酸と塩基と密接に関連し

ていることを理解する。  

授業態度、 

発問評価、 

定期考査、 

実験レポ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

②いろいろな水溶液の性

質を調べよう（演示実験） 

○ ○ ○ ○ 

③酸と塩基の定義 

（アレニウスの定義） 

 ○  ○ 

④ムラサキキャベツでや

きそばを作ろう 

（実験） 

○ ○ ○ ○ 

⑤ 変色するホットケーキ

を作ろう（実験） 

○ ○ ○ ○ 

⑥ ｐＨとは ○ ○  ○ 

３
学
期 

第
１
章 

酸
化
と
還
元 

①酸化とは ○ ○   a: 身近な食品や日用品が

酸化と還元に密接に関連し

ていることへの興味を図

る。 

 

b:酸化と還元を定義や反応

式を用いて 、分類し、考え

を的確に表現している。 

c: 酸化と還元の実験を通

して、記録、整理し、化学

的に探究する技能を身につ

ける 

 

d: 身近な日用品が酸と塩

基と密接に関連しているこ

とを理解する。 

授業態度、 

発問評価、 

定期考査、 

実験レポ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②マグネシウムの燃焼を調べ

よう（演示実験） 

○ ○ ○ ○ 

③還元とは ○ ○   

④銅と塩素の反応（演示実

験） 

○ ○ ○ ○ 

⑤ビタミンＣでうがい薬の色を

消してみよう（演示実験） 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


